
東温市事務事業評価シート　令和元年度実施事業対象
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事業の目的 最終的 差別のない世の中になるよう人権意識を持ってもらう。 今年度
新型コロナウイルス感染症による差別について、重点的に人
権啓発を行う。

活動内容
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課　　名 社会福祉課 係　　名 社会福祉係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

人権の花運動を通して児童に思いやりの心や命の大切さを
感じてもらう。

人権擁護委員の推薦等、相談体制の継続的な構築を図る。

市ホームページや広報等に人権啓発の記事を掲載し、市民
の人権意識の向上を図る。

成果指標

指標名

公的関与

089-964-4406 メールアドレス syakaifukushi@city.toon.ehime.jp

（２）あらゆる場を通じた人権啓発活動の推進

事業区分

事業の対象 市民全員 根拠法令

総合計画 政策目標 第５章 みんなでつくる協働・自立のまち 政策項目 １ 人権尊重のまちづくりの推進

008 1004 事務事業名 人権啓発事務 細事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由 最終目標

「人権ゼミナール」「人権
を語る集い」「人権講座」
参加人数

人権について正しく理解し、認
識してもらう。

人
800 800 900 900

679 616

人権相談開設回数
人権に関する相談に迅速に対応
ができる。

回
36 36 24 24

36 33
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予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

平成 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 50 50 54

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 338 633 336

0.070 429 0.075 468 0.070 437

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.200 397 0.000 0
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一次評価者 社会福祉係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

新型コロナウイルス感染症による差別問題など新たな人権問題が発生することが懸念される。

効率性 ホームページ等での啓発などコストのかからない啓発活動を行っています。

改　革
計　画

啓発活動に力を入れ、人権被害を最小限に食い止める。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

「人権の花運動」「社会を明るくする運動」「福祉館人権講座」等関連事業については、効果的に実施され、市民の人権意識の高揚が
図られました。なお、今後においては、コロナ禍における新たな人権被害が生じないよう、積極的な啓発活動が必要であると考えてい
ます。

二次評価者 社会福祉課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 817 1,548 827

計(Ａ) 388

期間設定なし

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

人権という普遍的価値に対する施策は行政の責務と考えます。

有効性 人権意識の向上は地道な活動の積み重ねの先にあると考えます。

達成度
人権の花運動を実施し、児童の人権意識の向上が図られたと考えます。特設人権相談を開設し、身近な人権問題の相談体制を構築できたと考
えます。

必要性

683 390

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費


